
□ アドバイザーの見える化 

   

 

 

 

 

 

 

 

『農業経営アドバイザー連絡協議会』の活動事例 

 見える化の取組みは、県や関係機関・法人協会等団体の
ホームページを活用したものが多い。 
 

 県や関係機関に協力依頼中の協議会も多く、今後も連携
による見える化の拡大が期待できる。 

□ 見える化に向けた活動事例 

 

   

 県農業会議が発行する広報誌で農業経営ア
ドバイザーを紹介（和歌山県） 
 

 活動内容について佐賀新聞ほか報道機関に
プレスリリースを実施（佐賀県） 
 

 県、関係機関、市町村、農業法人協会、法人
化を志向する農業者へ外部公表用アドバイ
ザー名簿を提供（茨城県） 
 

 県法人化推進連絡協議会の農業経営改善ス
ペシャリスト名簿に農業経営アドバイザー資
格取得者であることを表記（熊本県） 
 

□ アドバイザー向けに定期的な情報提供 
 
  

 

 会員向けに四半期ごとの情報発信を実施。
情報クリップや公庫支店かわら版等を提供
（富山県） 
 

 ＴＫＣ千葉会が隔月で開催している勉強会の
テーマに応じて、公庫が共催し、連絡協議会
会員へ案内（千葉県） 
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□ 農業経営アドバイザーミーティングの実施 
   
   

□ 県等関係機関や農業者と情報交換 

   

 九州農業研究会と熊本支部が共催で「新規就農者の経営実

態分析」をテーマとした例会を開催。新規就農窓口である農

業会議、農業公社、県へ説明（熊本県） 

 

 県農業法人協会と連携し、法人協会の現地交流会において

農業経営アドバイザー制度の紹介及び協議会による情報提

供を実施（兵庫県） 

 

 

 

 

□ アドバイザーの紹介 

 

 複数の自然災害を受けた農業法人の資金繰り安定のため、

サポート委嘱事業を活用して農業経営アドバイザー（税理士）

を派遣。計画の作成を支援（京都府） 

 

□ 会員の自主的な勉強会の開催 

   

 会員から要望の強いテーマである肉用牛経営に関する研修

会を開催（山形県） 

 

 税理士や金融機関職員等の関心が高い農業収入保険につ

いて勉強会を開催（群馬県） 

 

 佐賀支部と広島支部が合同で広島県内の農業者を視察し、

意見交換会を実施（佐賀県、広島県） 

『農業経営アドバイザー連絡協議会』の活動事例 

□ 農業経営塾等農業経営者育成研修への協力・支援 

   

 

 協議会幹事の中小企業診断士を大阪アグリアカデミーのス

タートアップコースの講師として派遣（大阪府） 

 

 

 次世代の農村リーダー育成のための「農家のたまご塾」の講

師として協議会会長が２日間の戦略マネジメントゲームの講

演を実施（宮城県） 

 

 

 農業経営スペシャリスト派遣事業（県単事業）の公募を広くア

ドバイザーに周知し、１２名のアドバイザーが登録（鹿児島

県） 

 農業経営アドバイザー資格の更新要件を満たした地
方ミーティングを１８ヶ所で開催。 
 

 平成２９年度は１７ヶ所で実施。年々増加してきており、
地方在住の農業経営アドバイザーの負担軽減になっ
ている。 


